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《概要》	
免疫系の中でもB細胞は最終的に抗体をつくる細胞である。抗体は生体防御
において細菌感染やウイルスの封じ込めにおいて特に重要であり、その制御
異常はアレルギーや自己免疫（関節リウマチ、橋本病、糖尿病など）といっ
た我々の生活に身近な疾患の発症に重要な役割を果たしている。つまり、個
々に特異性が異なるB細胞がどのように選別、維持、分化制御されているのか
を理解することは未解決の感染症や免疫関連疾患を克服していく上でとても
重要である。本セミナーでは、B細胞のトニックシグナル、クローン競合、B1/B
2細胞分化決定など我々の研究室で得られた最近のB細胞研究の動向につい
て紹介するとともに、抗体の抗原適応に重要な胚中心におけるB細胞選択の
新しい知見について、抗原受容体親和性の強度に応じて調節されるシグナル
制御分子や転写制御因子を新たに同定し解析を進めてきた研究成果につい
て紹介する。また今回、B細胞を不可逆的に標識追跡する遺伝子改変マウス
を開発し、様々なB細胞サブセットの挙動について直接解析した成果について
も紹介し、議論を深めたい。	
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 ※本セミナーは	
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B-1細胞と B-2細胞の分化

B-1細胞は大半が胎生期に
作られ自己複製によって長
期的に維持される。

B-2細胞の発生は骨髄造血
幹細胞に依存し、骨髄内で
のB細胞分化によって供給
維持される。
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